
【事前確認事項】

・ 東京都スキー連盟の各行事に参加される場合は 健康確認表 の提出が

必須（お子様の分も）となっております。（初日受付時に提出）

内容を確認し記載の上、ご持参ください。

書式は弊連盟ホームページ上部、会員への重要なお知らせ にございます。

お忘れの場合は各班講師が予備を持っておりますのでお申出ください。

当日朝の 検温 を忘れずにお願い致します。

・ シクミネットの マイページ → イベント申込履歴 でお申込の 志向別班 と

検定員クリニックの 有無 をご確認ください。

確認ができない場合は申込担当者にご確認ください。

志向別:ａ 通常(年齢別)、 ｂ 技術志向、 ｃ 快適志向、ｄ ポール、ジュニア研修

※検定員クリニックを追加申込したい場合はシクミネットの 東京クリニックのみ会場 に

　 お申込いただき、eラーニングを実施してください。ただし、クリニック修了は2022年

　 4月以降となります。

 　eラーニングの詳細はSATﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ → 教育本部より → eﾗｰﾆﾝｸﾞ研修会/ｸﾘﾆｯｸ 

　 からご確認ください。

【初日朝の各班集合場所および受付】

・ シーハイル下:1～24班

年齢別班、技術志向班、快適志向班、ポール班、本年度準指導員合格班

山側を1班として、裏ダボス側を24班

・ サンホテル前:25～34班　ジュニア研修班

ファミリーゲレンデ側を25班として、シーハイル側を34班

・ 受付は各班毎に担当講師が行います。健康確認表の提出をお願いします。

ジュニア研修班の参加者（保護者）はまずご自分の受付を済ませてから

お子様の班をご案内いたします。

お子様の健康確認表はお子様の担当講師にご提出ください。

※状況により変更になった場合はフェイスブック等でお知らせ致します。

　 班編成は別表にてご確認ください。志向別をお間違いにならないようご注意ください。

スムーズな行事進行のため、ご協力をお願い致します。

研修会参加のみなさまへ



２０２２年度 スキー指導者研修会 F＆G会場（菅平） 実施要項

主　催 公益財団法人　全日本スキー連盟

主　管 一般財団法人　東京都スキー連盟

目　的 教育本部研修課題の理解を通じて、スキー技術、指導法の習得や情報交換を
行い、指導者としての資質の向上を目指す。

日　時 ２０２２年３月２０日（日）～２１日（月）

　 会　場 菅平高原スノーリゾート

役　員

　立会責任者 一般財団法人　東京都スキー連盟 副会長 森　幸
　主任講師 公益財団法人　全日本スキー連盟 教育本部 スキー技術員　　　 徳長　悟
　担当理事 一般財団法人　東京都スキー連盟 理事 金城　和貞
　総務主任 公益財団法人　全日本スキー連盟 教育本部 スキー技術員　　　 大森　光紘
　運営主任 公益財団法人　全日本スキー連盟 教育本部 スキー技術員　　　 宇野　博志
　運営担当 公益財団法人　全日本スキー連盟 教育本部 スキー技術員　　　 高橋　裕幸

　講師 裏面参照

スケジュール

　 ８：４０～５５　資料配布 　
　 ９：００ シーハイルコース(裏太郎)下 　 ９：００　集合（各班毎）

開会式
実技研修 実技研修
昼食および理論/自己研鑽 昼食および理論/自己研鑽

１５：００（予定）終了 １４：００（予定）閉会式
シーハイルコース(裏太郎)下 

本部 ホテルニューダボス 　TEL　0268-74-2066
パトロール 　TEL　0268-74-3429

連絡・確認事項

☆SAT「新型コロナウィルス感染拡大予防ガイドライン」をご確認いただき、行事への参加をお願いします。
☆リフト・ゴンドラ等乗車方法は、地元索道会社、スキー場、主催者のルールに従って下さい。
☆受付は講師が班毎に行います。SAJ会員証と健康確認表(必須)を準備して下さい。
☆研修会および検定員クリニックの修了に必要となるeラーニングコンテンツを参加時までにご視聴下さい。
　 指導員研修会(理論)、クリニック(理論/実技)のeラーニングコンテンツ視聴確認を受付時に行います。
　 SATホームページ → 教育本部より → eラーニング研修会/クリニック から対象コンテンツを視聴できます。
☆雪上においてもマスク(フェイスマスク、ネックウォーマー)等の着用をお願いします。
☆天候等で日程が変更になる場合も有りますので、公式掲示（本部2階オリーブ入口/都連FB）を
　 ご確認ください。
☆体調等不良の場合は、担当講師に申し出て下さい。（無理は禁物、早めの休養を心がけて下さい。）
☆用具の点検・調整を各自で確実に行い、怪我予防の為のヘルメット着用を推奨します。
☆リフト券は各人で購入してください。

　◎東京都スキー連盟事業における「新型コロナウィルス感染拡大予防ガイドライン」について
東京都スキー連盟では、スノースポーツを愛する全ての方が安心・安全のもとスノースポーツを行って
いただけるよう、感染対策に徹底して取り組んでまいります。会員の皆様には、その都度お願いをして
いくことになりますことご理解ください。
皆さんが参加したいと考えている行事の実現の為、そして皆さん自身の自己防衛の為、一丸となって
感染リスクを排除しようという考えに基づいています。
何卒、主旨をご理解いただき、ご協力を頂きますことお願い申し上げます。

３/２０（日） ３/２１（月）



　
志向別 班 講 師 集合場所

1 小山 啓 1941年11月12日 ～ 1951年9月23日

2 佐藤 利明 1951年10月9日 ～ 1958年9月1日

3 井上 修宏 1959年1月22日 ～ 1960年10月26日

4 吉田 美輝子 1961年10月6日 ～ 1964年10月4日

5 小野 泰成 1964年10月25日 ～ 1967年11月18日

6 濱松 直親 1968年1月19日 ～ 1969年8月20日

7 白井 耕太 1969年9月17日 ～ 1971年8月29日

8 鈴木 健太 1971年9月26日 ～ 1973年11月17日

9 長泉 泰次郎 1975年2月7日 ～ 2002年1月3日

10 田島 起久子 1945年9月30日 ～ 1959年10月1日

11 宮嶋 岳志 1959年12月8日 ～ 1968年7月11日

12 山崎 操 1968年7月17日 ～ 1971年4月27日

13 谷川 信雄 1971年8月13日 ～ 1980年1月26日

14 沖山 正裕 1981年8月12日 ～ 1995年12月16日

15 八木 俊也 1933年8月3日 ～ 1962年8月20日

16 竹川 章彦 1963年5月28日 ～ 1993年6月21日

17 山崎 智広 1945年3月8日 ～ 1962年11月26日

18 伊東 沙樹 1962年12月12日 ～ 1973年5月27日

19 桜本 利幸 1973年6月29日 ～ 1996年7月12日

20 荒川 正伸 1947年5月2日 ～ 1964年4月4日

21 青木 孝介 1964年8月17日 ～ 1969年3月10日

22 矢野 宏樹 1970年12月4日 ～ 1975年6月29日

23 齋藤 元 1976年5月13日 ～ 1986年6月21日

24 金子 奈々 1987年9月18日 ～ 2002年12月12日

25 平野 豊成 1963年11月11日 ～ 1968年8月22日

26 市川 満明

27 吉川 雄司

28 中村 一正

29 畑澤 泉

30 有本 浩

31 吉岡 諭

32 石川 太一

33 清水 久裕

34 神戸 敏彦 1977年10月9日 ～ 1981年10月8日

参加人数　312名

公認料

1,500円　

1,300円　

1,200円　

1,100円　

1,000円　

900円　

シーハイル下

本年度

準指導員

合格者

1969年6月21日 ～ 1970年6月28日

２０２２年度 スキー指導者研修会 F＆G会場（菅平）

講師および班編成

バッジ、合格証を含むジュニアテスト　１級

備　　　　　考

生　年　月　日

年齢別

（a）

技術志向

（b）

快適志向

（c）

ポール

（ｄ）

ジュニア指導 サンホテル前

区分

ジュニアテスト公認料

1970年8月31日 ～ 1974年3月29日

1974年7月27日 ～ 1977年6月28日

ジュニアテスト　６級

バッジ、合格証を含む

バッジ、合格証を含む

バッジ、合格証を含む

バッジ、合格証を含む

バッジ、合格証を含む

ジュニアテスト　２級

ジュニアテスト　３級

ジュニアテスト　４級

ジュニアテスト　５級



＜ 周知事項 ＞

(1)シクミネットによるSAJでの修了管理厳格化にて会場変更は原則不可となります。

(2)単位制(レポートのみ)修了は、今シーズンを最後とする予定です。

・停止状態の方も研修会修了にて同一シーズン内に比較的早期に有効となるため

・ただしSAJでの有効化はシクミネット上での修了処理が必要なため、研修会後3～4週を

　要する場合あり(このことからも、会場変更は原則不可となります)

(3)blastmail（ブラストメール）の登録を推奨いたします。

都連ホームページが更新される都度、案内メールが届きます。

 宛に空メールを送信。
または右記QRコードを読み取り、空メールを送信。

ブラストメールの登録案内メールが送られて来ます。

必要項目を入力し、「登録」をクリック。
登録完了メールが届けば登録完了です。

＜ お知らせ ＞

(1)志向別班の解説

（a）通常班　【年齢別/指導技術確認】

（b）技術志向班　【実践的な滑走技術向上メニューを充実】

（c）快適志向班　【オフピステ/散策等の自然の魅力を再発見するメニュー等を充実】

（d）ポール班　【制限滑走メニューを充実：3月4月の研修会のみ】

（e）不整地班　【コブ斜面滑走メニューを充実：4月の研修会のみ】

※全ての志向班で年度の研修課題/テーマは取り扱います。
※希望者が少ない場合やゲレンデ状況によって設定を見送る場合があります。

(2)東京都スキー連盟 Yukids プロジェクト

　Yukidsプロジェクトは、スキー界の次世代を担う子供たちが専門種目の技術向上に

留まらず、 種目の壁を越えて広い視野と環境の中でスキーに取り組みその過程で

人間的な自立や成長を目指すという新しいプロジェクトです。

　子どもが主役、チルドレン・ファースト。

東京都スキー連盟では、雪・冬・スノースポーツを通じて都会の子どもたちの心を豊かにし

秘めた可能性を伸ばす活動を目指してYukidsプロジェクトを実施しています。

　詳しくは弊連盟HPをご覧ください。

toren@w.bme.jp

mailto:toren@w.bme.jp
mailto:toren@w.bme.jp


１）提出日（参加日当日）

（記入例）２０２2年１月１日

２）参加する行事・大会名

３）参加の目的

＊PC入力の場合は、▼の選択肢より選択

＊手書きの場合は行事参加者・コーチ・保護者・観戦者等を記入

４）所属団体等名称 ＊他県連の場合は県連盟

５）氏名 性別 年齢

６）宿泊施設名 連絡先

＊日帰りの場合は記入不要 ＊携帯Ｎｏ等

７）推奨事項

  ２回目のワクチン接種が完了して、２週間以上経過していない場合は、抗原検査またはＰＣＲ検査

　を実施して頂き、陰性であることを確認した上で大会や行事にご参加されることを推奨します。

８）ご自身の平熱と当日の体温（必須）

℃ ℃

９)開催日を含めて、開催日前１４日間における以下の事項の有無

　　＊1項でも「あり」の場合は入場不可とします。（医師の陰性の診断がある場合を除く）

あり なし

あり なし

あり なし

あり なし

あり なし

あり なし

あり なし

あり なし

あり なし

＜提出方法について＞
・原則として記入の上、会場へ持参してください。

・主催者、運営関係者、宿舎、医療機関等より提出の指示があった場合は、速やかに提出に応じて

　ください。　現地での医療機関等の受診も想定し、控え（コピー）も常に携帯をお勧めします。

・濃厚接触の可能性がある場合は、本表に支障がない場合でも大会、行事に参加できない場合が

 ありますので、ご注意ください（詳細はガイドライン最新版をご参照ください）

・各本部の方針や行事の性質によって、提出の方法が異なる場合がありますので、案内に従って

対応をお願いします。

（例）３６．５℃ （例）３６．５℃

＊３７．５℃以上、または平熱より１℃以上は入場不可

平熱 本日の体温

キ 新型コロナウイルス感染症陽性とされた者との濃厚接触の有無

該当に〇、または非該当を削除

ク 同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合

ケ 過去14 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされて
　　いる国、地域等への渡航又は当該在住者との濃厚接触がある場合

エ 嗅覚や味覚の異常

オ 体が重く感じる、疲れやすい等

ア 平熱を超える発熱（３７．５℃以上、または平熱より１℃以上高い状態のい
　　ずれか）　＊解熱剤を服用していないこと

イ 咳（せき）、のどの痛みなど風邪の症状

ウ だるさ（倦怠（けんたい）感）、息苦しさ（呼吸困難）

カ 下痢・嘔吐・嘔気

（一財）東京都スキー連盟　健康確認表 V5.0


